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第 20回「国際電力首脳会議」の概要について 

 

2023 年 10 月 20 日 

電 気 事 業 連 合 会 

 

「国際電力首脳会議」は、電気事業連合会、米国エジソン電気協会、欧州電気事業

者連盟の 3 団体およびカナダ・オーストラリアの事業者・業界団体の経営トップが 

各地域の電気事業を取り巻く状況や共通の課題等について、国際的な視点から幅広く

意見交換することを目的として開催しているもので、今回の開催で 20 回目となりま

す。 

今回の会議では、同業界が目下直面している課題や新たに浮上しつつある課題に 

ついて議論等を行い、各国の電気事業者共通の取り組みについて「国際電力首脳会議

共同声明」としてとりまとめました。 

 

１．日 程  2023年 10月 2日 (月) ～ 3日 (火) 

２．場 所  アメリカ・ワシントン 

３．参加者  〔日 本〕電気事業連合会 

       〔米 国〕エジソン電気協会（EEI） 

       〔欧 州〕欧州電気事業者連盟（Eurelectric) 

       〔カナダ〕エレクトリシティ・カナダ（旧カナダ電気協会） 

       〔豪 州〕豪州エネルギー協議会、豪州エネルギーネットワーク協会 

４．概 要 
 

 各セッションの内容 

1 各地域のエネルギーを取り巻く現状と見通し 

2 電力需要増に対応する適切なリソース確保 

3 官民協働によるクリーンエネルギーへの移行実現 

4 エネルギー市場、方針、規制の進展 

5 お客さまとの信頼関係構築、誠実なサービス提供 

6 クリーン技術およびサプライチェーンに関する国際協力 

 

 

（別紙）進歩を共に牽引する：強靭でクリーンなエネルギー供給に向けて 

2023年 国際電力首脳会議 共同声明 10月 3日 ワシントン D.C. 
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進歩を共に牽引する：強靭でクリーンなエネルギー供給に向けて 

2023年 国際電力首脳会議 共同声明 

10月 3日 ワシントン D.C. 

 

私たちは、世界の GDPの 5割を占める、オーストラリア、カナダ、ヨーロッパ、 

日本、アメリカ合衆国において 10 億人以上に電力を供給している業界のリーダー 

として、電力業界が直面している課題に取り組む道筋を示すために集まった。 

 

 この共同声明は、各国のエネルギー事情に応じた多様な道筋で、信頼でき、手頃な

価格で、強靭な電力供給を行う、お客さま中心型のクリーンエネルギーの将来に向け

て協力・協調していくコミットメントを示すものである。私たちが共に取り組むこと

により、地政学的な変化、気候変動に伴う自然災害、不確実性など、変化し続ける  

世界において、拡大可能な成長と電力の安定供給を担保できる。 

 

10の行動（以下について協力することに合意する。） 

 

１．より強靭でクリーンなエネルギーの将来に向かう上で、クリーンで、手頃な価格

で、信頼性の高いエネルギーをお客さまに提供する。 

２．脱炭素と経済成長・競争力のための主な推進力として、需要側の最大限の電化を

実現する。拡大可能かつ持続可能な投資の必要性を認識し、お客さまの脱炭素化

を支援するために協力する。 

３．重要なエネルギーインフラに対する、物理的攻撃、サイバー攻撃に対する強靭性

を高めるために協力する。ウクライナとウクライナの国民に対する支援、そして、

ロシアによるウクライナ侵攻に対する非難を表明する。 

４．大規模な投資及びデジタル化による電力系統の更新・拡充や十分な発電容量の 

確保により、電力系統の健全性と強靭性を強化、安定供給を確保する。 

５．重要鉱物とネットゼロ技術に対するサプライチェーンの制約に対する取り組みに

ついて協力し、持続可能で、多様な、信頼性の高い調達を確保する。革新技術の

研究開発、導入において、友好国間の健全な競争を促進する。 

６．燃料の供給業者に対し、メタンやその他の温室効果ガスの削減を強く求め続ける。 

７．各地域・国の状況に応じて、再生可能エネルギー、天然ガス、原子力、長期の   

エネルギー貯蔵、ディマンドレスポンス、その他、ゼロ・低炭素燃料を活用し、

クリーンなエネルギーの将来を実現するためのエネルギーミックスを多様化し、

手頃な価格と高い信頼性と強靭性を犠牲にすることなく、クリーンエネルギー 

への公正な移行を可能にする。排出量削減のために多様な電源を最適かつ効率的

に使用する一貫した計画が、そのための重要な手段である。 

８．異常気象、電力系統管理、顧客ソリューションなど、業界に関わる重要課題の  

ベストプラクティスを共有し、電力供給の強化につなげていく。 

別紙 
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９．各地域・国の状況に応じて、カーボン・プライシングなど、市場や市場ベースの

手法を支援し、競争と協力を確保することにより費用効率を高め、お客さまの 

負担を低減する。技術中立的でイノベーションに資する取り組みを推進すべき 

である。 

10．迅速な認可や立地に係る制度改革など効果的なエネルギー政策を確立するため、

産業界と行政の間で定期的な協議を行う。 

 

以 上 


